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課
題
に
対
処
す
る
予
算
確
保
を

課
題
に
対
処
す
る
予
算
確
保
を

関

係

４
団
体

下
水
道
事
業
促
進
へ
全
国
大
会

官
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進

公
益
社
団
法
人
日
本
下
水

道
協
会
（
会
長
・
大
西
一
史

熊
本
市
長
）
な
ど
４
団
体
は

１１
月
１
日
、
東
京
・
千
代
田

区
平
河
町
の
砂
防
会
館
別
館

で
下
水
道
事
業
促
進
全
国
大

会
を
開
催
し
た
。
下
水
道
事

業
の
多
様
な
課
題
に
対
処
す

る
た
め
、
官
民
の
関
係
団
体

が
一
丸
と
な
っ
て
関
係
省
庁

や
国
会
議
員
に
来
年
度
予
算

の
確
保
を
訴
え
た
。

下
水
道
は
生
活
環
境
の
改

善
や
雨
水
排
除
に
よ
る
浸
水

の
防
止
、
公
共
用
水
域
の
水

質
改
善
な
ど
多
様
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
し
か
し
国
や

地
方
の
財
政
難
で
事
業
予
算

は
平
成
１０
年
度
の
ピ
ー
ク
時

に
比
べ
３
分
の
１
程
度
に
減

少
し
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

こ
の
た
め
必
要
な
予
算
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

当
日
の
全
国
大
会
に
は
下

水
協
を
は
じ
め
流
域
下
水
道

都
道
府
県
委
員
会
、
全
国
流

域
下
水
道
促
進
協
議
会
連
合

会
、
全
国
町
村
下
水
道
推
進

協
議
会
の
会
員
が
一
堂
に
集

結
。
ま
た
国
土
交
通
省
か
ら

國
場
幸
之
助
副
大
臣
、
こ
や

り
隆
史
、
石
橋
林
太
郎
、
加

藤
竜
祥
の
３
政
務
官
が
出
席

し
た
。

国
交
省
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
國
場
副
大
臣
は

「
都
市
に
お
け
る
浸
水
対
策

の
強
力
な
推
進
に
加
え
、
下

水
道
施
設
の
地
震
対
策
や
老

朽
対
策
は
喫
緊
の
重
要
課
題

だ
。
『
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
の
た
め
の
５
カ
年
加

速
化
対
策
』
を
含
め
中
長
期

的
か
つ
明
確
な
見
通
し
の
も

と
下
水
道
事
業
を
計
画
的
に

遂
行
で
き
る
よ
う
必
要
か
つ

十
分
な
来
年
度
予
算
の
確
保

に
努
め
て
い
く
」
と
決
意
を

表
明
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
大
会
で
は

予
算
確
保
に
よ
る
持
続
可
能

な
下
水
道
事
業
の
実
現
や
国

民
の
理
解
促
進
、
老
朽
施
設

の
更
新
、人
材
確
保
、資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
な

ど
へ
意
欲
を
新
た
に
し
た
。

国
土
交
通
省
は
１１
月
６
日
、
東
京
・
豊
島
区
東
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
・
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
で

「
官
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
２３
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
し
た
。
社
会
の
豊
か
さ
や
人
々
の
生
活

の
質
と
い
っ
た
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
�
Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
�
（
幸
福
度
）
を
高
め
る
視
点
か
ら
学
識
者
に
よ
る
基
調
講
演
や
民
間
事

業
者
の
先
進
的
な
事
例
紹
介
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
繰
り
広
げ
た
。
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
価

値
の
向
上
を
め
ざ
す
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
官
民
一
体
で
推
進
し
て
い
く
。

当
日
は
会
場
に
官
民
の
関

係
者
な
ど
約
２
２
０
名
が
出

席
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
６

０
０
名
以
上
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
国
交
省
の
天
河
宏
文
都
市

局
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

多
様
性
が
特
徴
だ
。
大
都
市

や
地
方
が
あ
る
一
方
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
行
う
組
織

も
非
営
利
団
体
や
民
間
企
業

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
活
動

内
容
や
公
的
支
援
の
方
法
も

異
な
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
つ
い
て
活
発
に
情

報
発
信
し
、
よ
い
と
こ
ろ
を

積
極
的
に
学
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
だ
。
と
く
に
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
健
康
や
子

育
て
環
境
を
含
め
た
都
市
の

幸
福
度
に
着
目
し
た
。
こ
の

よ
う
な
交
流
の
機
会
を
今
後

も
で
き
る
だ
け
設
け
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
成
果
を
地
域
ぐ
る
み

で
効
果
的
に
活
用
す
る
よ
う

呼
び
か
け
た
。

続
い
て
前
野
隆
司
慶
応
義

塾
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
科
教
授
と
三
輪
律
江
横
浜

市
立
大
学
大
学
院
都
市
社
会

文
化
研
究
科
教
授
が
基
調
講

演
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
前

野
氏
は
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
�
Ｂ
ｅ
ｉ

ｎ
�
の
定
義
や
関
連
す
る
研

究
成
果
、
国
が
デ
ジ
タ
ル
都

市
国
家
構
想
の
指
標
と
し
て

い
る
背
景
、
幸
福
度
と
創
造

性
・
生
産
性
な
ど
と
の
相
関

関
係
に
つ
い
て
解
説
。
三
輪

教
授
は
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
子
育
て
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
が
子
育

て
を
支
援
す
る
意
義
な
ど
を

強
調
し
た
。

続
い
て
イ
ン
プ
ッ
ト
ト
ー

ク
と
題
し
、
内
川
亜
紀
札
幌

駅
前
通
ま
ち
づ
く
り
㈱
取
締

役
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
石

原
達
也
一
般
社
団
法
人
北
長

瀬
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代

表
が
地
域
に
お
け
る
先
進
的

な
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
。

内
川
氏
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
子
育

て
の
視
点
に
よ
る
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
成
果
、
石
原

氏
は
Ｊ
Ｒ
北
長
瀬
駅
（
岡
山

市
北
区
）
に
お
け
る
ま
ち
づ

く
り
の
方
法
や
活
性
化
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
小
泉
秀
樹
東
京
大
学

工
学
部
都
市
工
学
科
教
授
が

進
行
役
を
務
め
、
前
野
氏
、

三
輪
氏
、
内
川
氏
、
石
原
氏

が
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
お
け
る
幸
福
度
（
Ｗ
ｅ
ｌ

ｌ
�
Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
�
）
」
を
テ

ー
マ
に
活
発
な
議
論
を
展
開

し
た
。

な
お
隣
接
し
た
会
場
で
は

関
連
団
体
・
企
業
が
ポ
ス
タ

ー
展
な
ど
を
行
っ
た
。

講演・事例紹介など展開

関連団体・企業がポスター展

天河都市局長

砂防会館別館で開催

國場副大臣
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